
中国における神の驚くべき御業

政治的、健康的、論理的事情
により、中国のろう者の指導者
たちは7年間も集まることがで
きずにいました。そのため、こ
のような長期間の別離は落胆や
信仰の喪失を招くのではないか
と懸念されていました。しかし
昨年4月、指導者たちは養成ト
レーニングのために集まること
ができ、彼らの間で
神がなさってきた働
きを覚えて歓喜しま
した。

ト レ ー ニ ン グ を
率いたリーダーの指
導のもと、参加者た
ちが過去20年間行っ
てきた働きをまとめ
ると、神が彼らのた
だ中で働かれ、常に
導いてくださってい
たことが改めて明ら
かに示されました。

彼 ら は こ の 「 恵
み の 線 」 を 書 き 留
め 、 こ の 期 間 、 誰
も あ き ら め ず 、 誰
も 失 わ な か っ た こ
と に 驚 く と 同 時 に
感謝しました。そしてこれを機に
このチームは、政府やより広
範囲の教会と協力して宣教す
るために資源を用いる計画を
立てました。資金調達と実り
ある生活のための目標が設定
され、社会的、霊的なアウト
リーチのための目標も設定さ
れました。参加者は皆、この
トレーニングと、中国のろう
者たちの将来への期待に大き
く胸を膨らませました。

きれいな水

ウガンダのリラにある
ネヴィル・ミュアー総合
学校は、シドニーのトリ
ビア・ナイトで寄せられ
た寄付により先月設置さ
れた新しいポンプと掘削
井戸から新鮮な水を豊富
に享受しています。

以前の掘削井戸とポン
プは壊れてしまい、職員
と生徒は沼の水を使うし
かありませんでした。新
しいポンプにより、学校
は敷地内できれいな水を
利用できるようになりま
した。

給水ポンプに加えて、
学校の裁縫クラス用に14

台の新しいミシンを提供することが

できました。以前は、最大50
人の女子生徒が2台の古いミ
シンを共有していました！14
台の新しいミシンのおかげ
で、待ち時間が大幅に短縮さ
れ、授業もより実践的になり
ました。

スティーブを偲んで

国際理事会会長であり、
オーストラリア理事会書記で

あったスティーブ・マックア
リスター氏が逝去しました。

スティーブは賢明なリーダーであ
り、熟練した指導者、良き友、愛情
深い家庭人、そして偉大な信仰の人
でした。彼がいなくなるのは私達に
とって大きな損失で、
私達は寂しい気持ち
で い っ ぱ い で す 。
スティーブは2023
年11月、非常に悪
性の珍しい癌と診
断 さ れ ま し た 。 大
手術、化学療法、放
射線療法はほとんど効
果がなく、残された時はあと数ヶ
月、数日、数時間とまたたく間に進
んでいき、昨年9月23日に亡くなり
ました。スティーブの人生を振り返
ると、「彼は良い人だった！」と愛
情を込めて言いたくなります。間違
いなく多くの人がそのように言うで
しょう。しかし、彼の人生を通して

「神は良いお方だった！」と心
を込めて言う方がより正確でし
ょう。実際、神は昔も今も良い
お方なのです。10月2日にステ
ィーブを偲んで行われた感謝礼
拝は、愛された彼にぴったりな
素晴らしい時となりました。遺
された妻のダイアン、娘のエイ
ミー（DMIのコミュニケーショ
ン・コーディネーター）とその
夫のロッド、息子のジョシュア
とその妻のローラ・ジェーン、
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through ASL (American Sign Language) 
and typing on phones.

The Deaf church—about 40 
members—embraced the work of DMI 
and were generous in their support. It’s 
wonderful to establish this connection.

Kansai: Andrew spoke at Makoto 
Kindergarten in Mukomachi, and the 
kindergarten students were interested 
in the lives of the Deaf in developing 
countries, listening with captivated faces 
and asking thoughtful questions. 

Andrew also shared about DMI 
with students at prestigious universities, 
bringing an awareness of poverty and 
the plight of the Deaf. Some students 
expressed desire to actively engage in 
fundraising, and others gained a new 
perspective about access to education and 
its importance. 

Okinawa: A new connection was 
formed with Okinawa Christian School 
International, and Andrew was able to 
speak to the middle and high schoolers 
during their chapel times. The following 
day, OCSI held a Christmas Market and 
allowed DMI to set up a table, resulting 
in donations, art sales and student 
sponsorships, as well as a strong connec-
tion with the school community which 
donated 25% ($1200) from the market’s 
sales to DMI! While in Okinawa, 
Andrew was also able to catch up with 
Jack and Keiko Marshall over dinner. 
Jack is now 95 and still doing well. Keiko 
is energetic and serves as our Okinawa 
representative.

そして7人のお孫さんたちを覚えて
お祈りください。

牧師スポンサーシップが始まります

日本はDMIの歴史を振り返っても
最も長く支援を続けている国で、皆
様からのご寄付はろう者だけでなく
聴者の心と生活にも永遠の影響を与
えています。DMIはろう者に教育、
雇用を提供し、伝道するために努力
していますが、この度、個人や教会
がDMIの活動を継続的に支援できる
新しい手段として、牧師スポンサー
シップをご紹介したいと思います。

多くの牧師や伝道者が福音のた
めに過酷な状況に耐えており、教会
間を長距離移動したり、複数の教会
に奉仕したりする人もいます。今ま
では、牧師や伝道者のための資金は
一般献金から捻出していましたが、
この新しいスポンサーシップによっ
て、牧師や伝道者が宣教するための
資金が確実に備えられ、かつ一般献
金はその他のニーズのために用いる
ことができるようになります。特別
な訓練を受けた牧師や伝道者が現地
に派遣されることで、このスポン
サーシップは大宣教命令を実践する
素晴らしい手段となるでしょう。

スポンサー可能な牧師の詳細、
ま た 学 生 や 学 校 の ス ポ ン サ ー シ
ッ プ に つ い て な ど 、 詳 細 は ウ ェ
ブサイト（https://japan.deafmin.
org/sponsorship/）をご覧になる
か、info@japan.deafmin.org までお
問い合わせください。

アンドリューの来日

長崎：長年DMIを熱心に支援して
くださっている湊崎真砂先生が牧師
を務める、佐世保ローア・バプテス
ト教会。この秋、DMIから初めて訪
問させていただきました。この教会
の主言語は日本手話ですが、アンド
リューは日本手話はできないため、
日本語で説教をし、手話通訳の方が
日本手話に訳してくださいました。
国際的なコミュニケーションという
こともあり難しい部分もありまし

たが、アンドリューは一部アメリカ
手話をなんとか思い出したり、スマ
ートフォンの助けも借りて皆さんと
のコミュニケーションを楽しみまし
た。約40名の会衆の皆さんは、DMI
の活動に賛同し、惜しみなく支援し
てくれました。このようなつながり
が築けたのは素晴らしいことです。

関西：京 都 府 向 日 市 に あ る 、
まこと幼稚園で話をする機
会をいただきました。幼稚
園の子どもたちは発展途上
国のろう者（特に子どもた
ち）の生活に興味を持ち、
食い入るような表情で話に
耳を傾け、思いやりのある
質問をしてくれました。

また、貧困とろう者の
窮状を広く知ってもらうた
め、アンドリューは名門大
学 を 訪 問 し 、 学 生 た ち に 
DMIについて語りました。
学生の中には、募金活動に
積極的に参加したいという
人もいましたし、教育への
アクセスとその重要性につ
いて新たな視点を得た人も
いました。

沖縄：初 め て の 沖 縄
訪 問 で 沖 縄 ク リ ス チ ャ
ン ス ク ー ル ・ イ ン タ ー ナ

ショナル（OCSI）との新しいつな
がりが生まれ、アンドリューは学校
の礼拝で中高生に話をすることがで
きました。翌日、OCSIはクリスマ
スマーケットを開催し、そこでDMI
がブースを設けられるよう機会を与
えてくださいました。ブースではご
寄付、学生スポンサーシップ申込み
などにあずかり、また現地学生の
アートを購入してくださった方もい

ました。加えて学校コミュニティか
らマーケットの売上の25%がDMIに
寄付されるなど、強いつながりも生
まれました。また沖縄滞在中、アン
ドリューは沖縄に移住したマーシャ
ル・ジャックと惠子の２人と夕食を
共にしました。今も元気な95歳の
ジャックと、はつらつとした惠子。
今やDMIの沖縄代表を務めてくれる
２人です。

世界各地での洗礼式　Baptisms across the fields
フィリピン Philippines

6月、アルバートはアルバイ州バカ
カイのフロルデライザ・リゾートで、
リガオのインマヌエルろう者教会の8
人の新しい信者に洗礼を授けました。

ルワンダ Rwanda
ルワンダでは、9月にイン

マヌエルろう者教会のキチュ
キロ教会で6人の新しい信者が
洗礼を受けました。

タンザニア Tanzania
タンザニアでは、ベン・ブインザとベロニカ夫人

そしてジョン・ムワカサララが、ブウィル高校の十代
学生18人に洗礼を授けました。これによって、ムワン
ザの教会に出席している新生クリスチャンの数が膨れ
上がり、心からの歓喜に包まれています。またムベヤ
の教会では、アルフレッド・マ
ドゥガと伝道者のアーネスト・
ムシエテによって、9人のろう
者の洗礼が川で行われました。

ウガンダ Uganda
ウガンダの学校長のポール・ムビルは、以

前はキリスト教の信仰について初歩的な知識
しかなかった生徒の何人かが、キリストを個
人的な救い主として受け入れる決意を固め、
洗礼を受け、聖霊の賜物において行動し、彼
らの霊的鍛錬が大きく改善されたという素晴
らしいニュースを報告してくれました。私た

ちは、ポールと教師・通訳チームとと
もに、この素晴らしいニュースを喜ん
でいます。

コンゴ民主共和国
DR Congo

5月には、ウビ
ラで奉仕している
アドルフ牧師によ
って3人のろう者

が洗礼を受けま
した。

Andrew at: 
↑ 関西にある大学 A university in Kansai

OCSIのチャペルタイム OCSI chapel time →
↓ まこと幼稚園 Makoto Kindergarten

牧師/伝道者たち（抜粋）
A few of the pastors/evangelists
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Uganda 
Paul Mubiru, the Principal of the 

school, reports the wonderful news that 
several of the students who previously 
only had an elementary knowledge of the 
Christian faith, have made firm decisions 
to accept Christ as their personal savior, 
have been baptized, move in the gifts 
of the Holy Spirit and have seen their 
spiritual discipline greatly improve. We 
rejoice with Paul and his team of teachers 
and interpreters at this great news. 

Pastor sponsorships
Japan is historically the longest sup-

porting field for DMI, and your contri-
butions are making an eternal impact on 
the hearts and lives of Deaf and hearing 
alike. As DMI strives to provide educa-
tion, employment, and evangelism to the 
Deaf, we wanted to showcase a new way 
individuals and churches can continue 
to support the work of DMI through 
pastor sponsorships. Many pastors and 
evangelists endure rough conditions for 
the sake of the Gospel, and some travel 
long distances between churches or serve 
multiple congregations. This new spon-
sorship opportunity provides a pastor or 
evangelist with resources for ministry and 
frees up funds from the General Fund for 
other needs in the field. It is a beautiful 
way to support the Great Commision as 
we send out uniquely equipped pastors 
and evangelists into the field.

For more information on pastors 
available for sponsorship or to learn 
about student or school sponsorships, 
please check the website https://japan.
deafmin.org/sponsorship/ or contact 
info@japan.deafmin.org. 

Andrew's Visit to Japan 
Nagasaki: It was the first time 

for anyone from DMI to visit the 
Deaf church in Nagasaki, pastored by 
Minatozaki-sensei who has been a keen 
supporter of DMI for many years.  They 
sign only in Japanese, and Andrew could 
speak Japanese but not sign it. Interna-
tional communication can be difficult, 
but he made it work by fumbling 

tions Coordinator) and husband Rod, 
his son Joshua and wife Laura Jane, and 
seven grandchildren. 

Clean water
The Neville Muir Comprehensive 

School in Lira, Uganda is enjoying 
abundant fresh water from a new pump 
and borehole installed last month thanks 
to donations received at the Sydney trivia 
night. The previous borehole and pump 
had broken and the staff and students 
had resorted to using swamp water. The 
new pump enables the school to have 
access to clean water on its own property. 
In addition to the water pump, we were 
able to provide 14 new sewing machines 
for the sewing classes at the school. 
Previously, up to 50 girls were sharing 
two old machines! The 14 new machines 
make the wait time much shorter and the 
lessons much more practical. 

Baptisms across the fields 

Philippines 
In June at the Flordeliza Resort in 

Bacacay, Albay, Albert baptized 8 new 
believers from the ICD Ligao church. 

Rwanda 
In September, six new believers were 

baptized at our ICDR-Kicukiro church 
in Rwanda.

Tanzania 
Ben Buyinza, his wife Veronica and 

John Mwakasalala also baptized 18 
teenagers from Bwiru High School. This 
has swelled the number of born again 
Christians in attendance at the church 
in Mwanza and added a real sense of 
excitement. The church in Mbeya also 
held baptisms for 9 Deaf individuals 
in the Njovwe River, an exercise led by 
Alfred Maduga and assisted by Evangelist 
Ernest Msyete. 

DR Congo 
In May, three Deaf were baptized by 

pastor Adolf who serves in Uvira.

God’s amazing work In China
For political, health and logistic 

reasons, our Deaf leaders in China have 
not been able to get together for seven 
long years, and there were fears that such 
a long separation would cause discour-
agement and loss of faith. Yet in April last 
year, our Deaf leaders were able to gather 
for a training and were overjoyed at how 
God had been at work amongst them.

The leader of the training helped 
the team map out the last 20 years of 
ministry which led to a fresh revelation 
of how God had been working in their 
midst and guiding them all the time!

They wrote down this ‘grace line’ 
and were grateful and amazed that in all 
that time, no-one had given up, no-one 
had been lost. From that point, the team 
made plans to use resources to work with 
the government and the broader church 
for ministry. Goals for fundraising and 
fruitful living were set, as well as for 
social and spiritual outreaches. The team 
felt excited about this training and for 
what lies ahead in the future for the Deaf 
in China.

Remembering Steve
It is with great sadness that we 

announce the passing of Steve McAllister, 
Chairman of our International Board and 
Secretary of our Australian Board. Steve 
was a wise leader, a skilled mentor, a 
good friend, a loving family man, a great 
man of faith. He will be dearly missed. 
Steve was diagnosed with a rare form 
of very aggressive cancer in November 
2023. Major surgery, chemotherapy 
and radiation had little effect, and the 
years remaining to him quickly became 
months which quickly became days 
which then became hours. He passed 
away on September 23. It’s tempting to 
look back on Steve’s life and say with 
affection, “Wasn’t he good!” Many would 
rightly say so. But it would be more 
accurate to look back on Steve’s life and 
say with affection, “Wasn’t God good!” 
Indeed, He was and is. A thanksgiving 
service was held for Steve on October 
2. It was a fitting tribute to a wonderful
man. Steve is survived by his wife Diane,
his daughter Amy (DMI’s Communica- (continued on page 3)
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